別紙様式
平成23年度当初予算　支出科目　款：商工費　　　項：商工費　　　目：工鉱業振興費
	事業名: 伝統的工芸品産業支援補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　商工労働部　モノづくり振興課　地場産業担当　電話番号：058-272-1111（内3095）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,500千円（前年度予算額：1,500千円）

	事業内容


	１　事業の内容


伝統工芸品産業の振興・活性化を図るため、「伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭和49年制定：伝産法）」に基づき経済産業大臣から指定を受けた伝統的工芸品について、同事業者組合等が行う計画（国・県が認定した振興計画等）に則った事業に対し経費の一部を補助する。
＜補助金の概要＞
○補助金名：　岐阜県伝統的工芸品産業支援補助金
○補助対象及び補助率
補助対象：以下の事業に要する経費

①伝統的工芸品産業産地振興事業

（後継者の確保・育成、技術・技法の記録収集・保存、原材料の確保、需要の開拓、意匠の開発、新商品共同開発　等）
②伝統的工芸品産地活性化事業

（従事者の研修、技術又は技法の改善、原材料の研究、原材料の共同購入、共同販売、情報提供　等）
③伝統的工芸品産業振興支援事業
（消費者との交流　等）
補助率　：補助対象経費の1/4以内
（負担割合：　県1/4、　国1/2（直接補助）、　事業者1/4）
＜本県の伝統的工芸品＞
・飛騨春慶　　S50.2.17指定　　飛騨春慶連合協同組合
・一位一刀彫　S50.5.10指定　　飛騨一位一刀彫協同組合

・美濃焼　　　S53.7.22指定　　美濃焼伝統工芸品協同組合
・美濃和紙　　S60.5.22指定　　美濃手すき和紙協同組合
・岐阜提灯　　H7.4.5指定　　　岐阜提灯協同組合
	２　所要経費


組合等に対する補助金　1,500千円
（積算：　総事業費3,000千円×補助率1/4×2品目＝1,500千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり                              

１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる。

・地域ブランドを育成する
・県産品の市場を拡大する
	２　これまでの取組状況


これまでの支援により、若手デザイナーの参加も得て、伝統的工芸品の製造技術に基づきながらも現代の生活にマッチしたハイセンスな新商品が開発され、新たな販路の開拓に繋がった。
＜最近の助成事例＞
○岐阜提灯協同組合（振興計画　Ｈ20～24）

Ｈ20　　・後継者育成のための研修の実施
・レター提灯、月見提灯の開発
Ｈ21　　・後継者育成のための研修の実施
・東京インターナショナル・ギフトショーへの出展

	３　これまでの取組に対する評価


・人々の生活スタイルや嗜好の変化に伴い、伝統的工芸品の需要は著しく縮小している。しかしながら、伝統的工芸品は、本県の基幹産業であるモノづくり産業の原点であるとともに、本県の伝統や文化を他県や外国へアピールする際の象徴でもあり、失ってはならない貴重な宝である。事業者の大半が中小零細であり、自助努力のみの産業振興策では十分ではないことから、今後も国（経済産業省）と連携し、継続した業界支援が必要である。
・それぞれの事業者は、伝統工芸品産業の振興を図るため、自らの創意工夫により各種事業を実施している。これまでの支援により新たな商品開発も行われており、販路の開拓にもつながっている。県としても、意欲的な取組みを行う事業者に対して引き続き支援を行い、伝統的工芸品産業の振興と活性化を図る必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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